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黒部川減災対策シンポジウム ― 災害を振り返り、今、何ができるか ― 

 

■基調講演（要旨） 

 

「いまそこにある災害意識の危機」 
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「富山は災害が少ない」という過信 

今回は「災害を振り返り、今、何ができるのか」というタイトルでありますが、富山県にお住まい

の皆さんは、「富山は災害の少ない県だ」と思っているのではないでしょうか。けれども、それは今

まで運よく大雨が降っていないだけに過ぎません。今年（2017 年）７月、県内でも大雨がありまし

た。全国的にみると、九州や茨城県の常総市などに豪雨被害が発生しており、日本中どこにでも水

災害が起きる可能性はあります。幸いにも富山県内の河川では、近年、大きな水害がありません。最

後に大水害があったのは昭和 44 年で、今では当時の経験者が少なくなり、重要な情報が、だんだん

と若い人に伝達されなくなっているように感じています。そのようなことも起因して「災害が少な

い県」もしくは「全くない県」という過信が、県民の中にあるのではないかと思います。九州や常総

市のこともニュースでは見るけれども、他人事で、自分たちには関係ないと思ってしまっている。

そこに、すごく重要な問題があると感じています。 

 

人間がいるから災害になる 

単に雨が降っているだけであれば、ただの自然現象です。大きな雨がありました、というだけな

のですが、それが災害になるのは、私たち人間がいるからなのです。そのことを、少し忘れてしまっ

ている人が多いのではないかと思います。災害というのは、外力の規模（大きな雨だとか流量）、社

会の耐性・脆弱性、それから曝露人口（被害を受ける人口）が基となり、これらに社会や経済の変化

などが加わって決まります。 
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今、田んぼがあたかも自然かのように見えていますが、田んぼは人工的に転圧をかけて水が抜け

ないようにして、人間が都合良く農業ができるように改変したものです。私たちが生活している場

所の多くも、地面をコンクリートやアスファルトで閉じて、川の中にだけ水を入れ、人間が都合良

く過ごせるように変形させているということを忘れてはいけません。年配の方が思っている自然、

30 代、40 代の方が小さい頃に見ていた自然、さらには、今の小さい子たちが見ている自然は、全然

違うと思いますので、世代間でそのような意識の違いがあることを認識すべきです。 

 

川は水が流れているだけではない 

川の特徴と役割についてですが、川というのは水が流れているだけではありません。水の中には

土砂や、その土砂の周りについている栄養塩があり、それらを上流から下流に運ぶことが、川の役

割です。災害の映像などを見ると、家の中に水だけではなく土砂が入ってきているかと思います。

そのような働きによって、黒部川流域の扇状地などの地形が形成されています。 

川には、上流部、中流部、下流域、河口部という

地形があり、それぞれに役割があります。その中で

も今回は特に扇状地についてお話ししたいと思い

ます。川には、砂、土砂、礫などが流れており、そ

れらが流れていることで、川があちらこちらに蛇行

しながら広がって、扇状地河川を造っていきます。

橋の上から川を覗くと、沢山の流路が流れているか

と思います。川というのは本来そのように流れてい

るので、同じ川でも真ん中と両岸では水位や水深は

大きく異なります。川を知り、体感し、科学ではな

く体験するということが重要で、それを子供に教え

るということも大事なことではないかと思います。 

 

地球温暖化による気候変動 

今回は、県内で 1 番データが多い伏木のデータをお示しします。まず、「伏木における気温の変

化」を見ると、日本全国と同様、平均気温が徐々に上がっています。ここで重要なのは、最低気温

の上昇の方が最高気温の上昇に比べて大きいということです。これは県内全体でも言えることで、

最低気温が 0 度未満の年間の日数が極端に減少しています。このことが雪に直結していきます。 

次に、「降雪量と降水量」を見ると、折れ線グラフが降水量、棒グラフが降雪量を表していま

す。降水量というのは、雪を溶かして水にしたものプラス雨です。降水量は大きな変化がないよう

に見えます。一方降雪量を見ると、近年、急激に減っていることが分かると思います。水循環の考

え方からすると、雪は、冬に一時的に溜まって、春先から徐々に水が出ていく天然のダムのような

ものなので、降水量が減らずに降雪量だけが減っているということは、このダムの機能がだんだん

となくなってきているということを意味しています。 
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皆さんの今の生活には、携帯電話、パソコン、テレビなど電気や電波が必要であり、快適な生活の

ために、将来の温暖化よりも電力が優先されていると感じます。しかし、私はこの温暖化による気

候の変動について本当に心配しています。激しい降水の頻度は増大し、それにともなって洪水のリ

スクも増大します。多くの科学者が危機的状況であると感じていますので、今一度、再生可能エネ

ルギーの活用などを考えて欲しいと思います。 

（データ出典：気象庁より）                             （データ出典：気象庁より）  

いつ、どこで発生してもおかしくない短時間降雨 

雨に関するデータについてお話しすると、まず、10 分間降水量の最大値の順位ですが、1 位から

20 位までを見ると、日本全国地域もバラバラ、日にちもバラバラ、どこかに固まっていることはあ

りません。要するに、いつ、どこで起こっても、全くおかしくないということが言えます。これは 1

時間降水量でも同じです。全国の自治体では、計画雨量という、雨を排水する能力が計画されてい

ます。富山県内は、1 時間降水量で 49mm から 58mm となっています。東京は、昔は 50mm でし

たが、今は 75mm に計画されており、短時間降雨に注意されてきていることが分かります。 

最大 10 分間降水量             最大 1 時間降水量             最大日降水量 

    

（2017.11.11 現在） 

日降水量になると、上位はだいたい台風の通り道になりやすいような所になっていますが、短時

間降雨というのは日本全国どこでも発生しており、本当にいつ、どこで大雨が起きてもおかしくあ

りません。今現在、全然降っていないとか、自分が生きている間には全然なかったといっても、それ

はたまたま発生していないだけの話なのです。 
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年間の降水量の 30 年平均を見ると、富山は 2,300mm と、隣の金沢や台風の多い地域と同等にな

っており、日本全国と比べても圧倒的に多くなっています。富山の降水量は、全体の 4 割弱が 12 月

から 3 月の冬の時期、つまり雪の割合が多いので、日降水量、1 時間降水量、10 分間降水量は、全

国と比較すると少ない方に部類されます。ただし、富山の 1 時間降水量の計画雨量は 50mm 程度に

設定されていますが、その量を超える雨が、近年増加

しています。そうなると、当然、処理できませんので、

市街地に溢れてくることになります。 

 また、少し専門的になりますが、1 時間に降る雨

は、10 分間に降る雨を 6 倍すればよいかというと、

そうではなく、10 分間に 1 時間分降ることもありま

す。大気中に持てる雨の量は決まっていますので、突

然、ドカーンと雨が降って、降った後はもう何にもな

いというご経験があるかと思います。富山県も大雨

が降る可能性は、いくらでもあるのだということを

強く認識しておいていただきたいと思います。 

 

流速が非常に速い黒部川の氾濫水 

黒部川が氾濫したことを想定した場合、黒部川流域の扇状地では、流速が非常に速くなります。

これはすごく大事なことで、30 代、40 代位で、スポーツをやられている方は、「浸水したって、俺

は歩けるぜ」「避難できるぜ」と過信していると思いますが、絶対に歩けません。水は踝よりもはる

かに高くなり、土砂で真茶色になるため、避難中は下が見えない状態になります。それに加え、氾濫

水は、横から来たり、後ろから来たりします。人は前から来るものに対してはちゃんと構えられま

すが、氾濫水はそうではなく、いろんな方向から流れてきます。実験などもたくさん行われていま

すが、秒速 3ｍ、4ｍにもなると全く歩くことはできません。目安としては、流れるプールが秒速 30cm

から 40cm、オリンピック選手が泳ぐスピードが秒速約 1ｍですので、秒速 2m､3m というのは、全

く対抗できないほどの流速になり、非常に危険なのです。 

  

水害がなくならない理由 

 日本には、土砂災害、津波、洪水、液状化、地震という 5 大災害リスクがあり、人口の 7 割以上

がこのいずれかのリスクがある場所に住んでいます。近年、死者 1,000 人を超える大地震などの巨

大災害は、約 12 年に 1 回発生していますが、風水害に関しては、1959 年の伊勢湾台風以来発生し

ていません。死者 100 人以上の災害の年間発生数を見てもそれほど多くはありませんが、ただ、完

全になくなったわけではないということが重要です。その理由は、社会の防災力よりも人口が増加

してしまっていることにあります。土地の価格や生活環境の良さだけで住む場所を決めている方が

多いのではないかと思いますが、防災力よりもそのような意識の方が強くなっていることが、災害

が完全になくならない理由の 1 つです。 

 （データ出典：気象庁より） 
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100 年に 1 度の洪水について考える 

 今、皆さんに考えていただきたいのは、年数を

決めた治水対策です。年数を決めないとぼやけて

しまうので、例えば 100 年後と設定すれば、準備

段階、災害初期段階（自助・共助）、被害の拡大防

止と二次災害の予防段階（公助）、復旧などを具体

的に考えることができると思います。災害は地域

で発生しますので、地域特性に応じた官民一体と

なったプランを立てる必要があります。2011 年の

東日本大震災の後、国土交通省が良い本を出され

ていて、その中に「備えていたことしか、役には立

たなかった」、「備えていただけでは、十分ではな

かった」という言葉があります。言葉数は少ない 

のですが、非常に重い言葉だと思います。 

 100 年という言葉を使っているので、「100 年に 1 度の洪水」について考えてみます。このときに

重要なのは、「100 年に 1 度」といっても、必ず 100 年に 1 回発生するわけではなく、また、100 年

に 1 回しか発生しないわけでもない。それから、その洪水よりもさらに大きな洪水が発生する確率

もあるということです。サイコロで考えると、1 の目が出る確率は 1/6 なので 16.7％ですが、サイ

コロを 6回転がして 1の目が 1回も出ない確率は 3割くらい、1の目が 1回以上出る確率は 7割弱、

1 の目が 1 回だけ出る確率が 4 割あります。もう少し分かりやすく 10 面体のサイコロにすると、1

の目が出る確率は 1/10 なので 10％、1 の目が 1 回も出ない確率は 3 割くらい、1 の目が 1 回以上出

る確率は 6 割強、1 の目が 1 回だけ出る確率が 4 割弱になります。このサイコロの面の数を年に、1

の目が 1 回以上出る確率を「〇年間で 1 回以上、〇年に 1 度の降雨量を超える雨が降る確率」と置

き換えると、100 年に 1 度の降雨量を超える雨が降る確率は、1％しかありませんが、100 年間で 1

回以上、100 年に 1 度の降雨量を超える雨が降る確率は、6 割以上あることになります。行政はこの

ような科学的な確率を用いて整備を行っているということを理解しておくことが非常に重要です。 
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また、コインを投げて表が出る確率は 1/2 ですが、10 回投げただけでは、なかなか 1/2 にはなり

ません。これを不確実性といいますが、理論値に近づけるためには、コインを 1 万回から 10 万回投

げなければいけません。私たちは、現在の科学技術の中で河川の計画を行っていますが、長いデー

タでも 100 個程しかないため、不確実性が大きく、これに川の水の量まで計算すると、不確実性は

さらに増します。河川を計画するということは非常に難しいことなのです。 

 

これからの防災・減災対策のあり方 

 東日本大震災以前は、被害をゼロにするために、

例えば、堤防の高さ、上にダムを何個作るか、どれ

くらいの大きさのダムを作るかなどを高い設計基準

で計画していました。しかし、一瞬でもその基準を

超えると、被害が爆発的に増えるということが、近

年多くなってきており、今、国土交通省は、一気に

被害が増えないよう、被害を軽減させる粘りのある

計画にしていこうとしています。 

 今、大人の自然に対する勘がにぶっているのでは

ないかと思います。皆さんに今一度考えていただき

たいのは、先人の知恵を活かすということです。例えば、地名を振り返る、それから昔の地図を見

る、周りの家がどんな造りなのかとかと見てみるなど、新しく家を買う若い方に、皆さんの知恵を

授けてほしいと思います。 

 また、少子高齢化時代の水災害対策として、アメリカでは、ハリケーンが上陸する前に公共交通

機関を止めるということを行っていますが、日本は、何があっても普段通りの生活ができるような

国土整備を目指してきました。しかし、安全で豊かな生活を維持するためには、何を、何から、どれ

くらい守るかを総合的に考える必要があるのではないでしょうか。それから、タイムライン（防災行

動計画）という考え方があります。タイムラインとは、台風などが来そうだというときに、「いつ」、「誰

が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画のことです。重要なの

は、「避難に正解はない」ということです。避難する際は、常に同一の避難場所に移動するだけではなく、

時間帯や地域特性などの状況に応じた避難行動が必要です。気象現象は、ちょっとしたことで大きく変

化することがあるので、過大な安心は禁物です。自然災害に年齢や性別は関係ありません。 

近年、黒部川流域で大規模水害はありません。だか

らこそ、今、私たちがやれる事、私たちがやらなけれ

ばならない事を、やっていくということが必要であり、

災害について、地域、学校、家族で話し合っていただ

くことがすごく大事なことだと思います。 

 

 


